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飼料作物奨励品種選定試験

－飼料用トウモロコシ（平成24年度）－

佐藤寛子・渡邊　潤・加藤真姫子

要　　約

　国内で種子が市販されている飼料用トウモロコシについて，県内に適する品種を選定するため，16品

種について調査した．

　平成24年の飼料用トウモロコシの生育は，黄熟期に達する日数が早生及び中生品種は平年並，晩生品

種は平年よりも早かった．乾物収量は早生品種が平年よりも１割程度少なく，中生品種と晩生品種は平

年並みであった．

　相対熟度が100～105日であるP9400は，初期生育が良好で，生総重量，乾物総重量，TDN収量も標

準品種である36B08を上回り，乾雌穂重割合も58％と高かった．

緒　　言

　国内で種子が市販されている飼料用トウモロコ

シについて，その生育特性を調査し，秋田県の環

境に適応した能力の高い品種を奨励品種として補

完するため，品種選定試験を実施した．

　なお，本試験は東北６県による「東北地域飼料

用トウモロコシ品種選定ネットワーク」として実

施しており，本報の標準品種は東北６県の比較基

準となる品種である．

材料および方法

１．試験期間　平成24年５月９日～９月25日

２．試験場所　秋田県畜産試験場内試験圃場

３．試験圃場の構成

　　15 ㎡（３×５ｍ）　３反復/１品種

４．栽培概要

　１）栽培概要

　　　相対熟度118日以下の品種　7,018本/10 ａ

　　　相対熟度119日以上の品種　6,061本/10 ａ

　　 　１区当たり５畦，畦閒75 cmとして２粒点

播１本仕立てとした．

　２）施肥

　　 　表１に示すとおりである．

　３）播種日

　　 　平成24年５月９日

　４）供試品種

　　　表２に示すとおり．

　５）調査方法

　　 　牧草・飼料作物系統適応性試験実施要領に

準じた（独立行政法人畜産草地研究所．2001．

飼料作物系統適応性検定試験実施要領（改定

５版））．

飼料用とうもろこしの品種選定 
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要 約 

国内で種子が市販されている飼料用トウモロコシについて，県内に適する品種を選定するため，18品

種について調査した． 

平成 24年の飼料用トウモロコシの生育は，黄熟期に達する日数が早生及び中生品種は平年並，晩生品

種は平年よりも早かった．乾物収量は早生品種が平年よりも１割程度少なく，中生品種と晩生品種は平

年並みであった． 

相対熟度が 100～105日である P9400は，初期生育が良好で，生総重量，乾物総重量，TDN収量も標

準品種である 36B08を上回り，乾雌穂重割合も 58％と高かった． 

 

緒 言 

国内で種子が市販されている飼料用トウモロコ

シについて，その生育特性を調査し，秋田県の環

境に適応した能力の高い品種を奨励品種として補

完するため，品種選定試験を実施した． 

なお，本試験は東北 6県による「東北地域飼料

用トウモロコシ品種選定ネットワーク」として実

施しており，本報の標準品種は東北 6県の比較基

準となる品種である． 

 

材料および方法 

１．試験期間 平成 24年 5月 9日～9月 25日 

２．試験場所 秋田県畜産試験場内試験圃場 

３．試験圃場の構成  

15ｍ2（3×5ｍ） 3反復/１品種 

４．栽培概要 

１）栽培概要 

 

 

 

 

 

 

相対熟度 118日以下の品種 7,018本/10ａ 

相対熟度 119日以上の品種 6,061本/10ａ 

1区当たり 5畦，畦閒 75cmとして 2粒点播 1

本仕立てとした． 

２）施肥 

表 1に示すとおりである． 

３）播種日 

平成 24年 5月 9日 

４）供試品種 

表 2に示すとおり， 

５）調査方法 

牧草・飼料作物系統適応性試験実施要領に準

じた（独立行政法人畜産草地研究所．2001．飼料

作物系統適応性検定試験実施要領（改定 5版）．) 

          

 

 

 

 

 

 

表１ 施肥量

（ ／ ）

区分 Ｐ２Ｏ５ Ｋ２Ｏ 堆肥 苦土石灰 熔燐

基肥
追肥

表１　施肥量 （kg／10a）
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飼料用とうもろこしの品種選定

結果および考察

　播種は５月９日に行った．播種後の平均気温が

平年並みに推移したため，発芽までに要した日数

は11日と平年並みであった．発芽から播種後40日

まで，気温と日照時間は平年並みまたは平年値以

上で推移したため，播種後40日に調査した草丈は，

平年よりも７～11 cm高かった．

　発芽が確認された５月下旬～７月下旬までの気

温と日照時間は平年並みか平年値以上で推移した

ため，絹糸の抽出が確認された時期は平年並みで

あった．

　８月と９月は高温且つ日照時間も平年より３割

程度多かったこともあり，黄熟期に達する日数

は，早生および中生品種は平年並み，晩生品種は

平年よりも早かった．乾物収量は，早生品種は平

年よりも１割程度少なく，中生品種と晩生品種は

平年並みであった．

　相対熟度が95～106日までの品種は，P9400

が播種後40日に調査した草丈が80.3 cmと標準

品種である36B08の76.6 cmに比較して高く（表

３），乾物総重量とTDN収量も標準品種を上回って

いた．相対熟度が108～115日の品種は，乾物収量

とTDN収量において標準品種であるセシリアを

上回る品種は無かった．相対熟度が120～127日ま

での品種を比較すると生総重量，乾物収量および

TDN収量において標準品種である32F27とほぼ同等

であったが，乾雌穂重割合が41％と低い結果で

あったKE7750はTDN収量が劣っていた（表４）．

飼料用とうもろこしの品種選定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果および考察 

播種は 5月 9日に行った．播種後の平均気温が

平年並みに推移したため，発芽までに要した日数

は 11日と平年並みであった．発芽から播種後 40

日まで，気温と日照時間は平年並みまたは平年値

以上で推移したため，播種後 40日に調査した草丈

は，平年よりも 7～11cm高かった． 

発芽が確認された 5月下旬～7月下旬までの気

温と日照時間は平年並みか平年値以上で推移した

ため，絹糸の抽出が確認された時期は平年並みで

あった． 

8月と 9月は高温且つ日照時間も平年より 3割

程度多かったこともあり，黄熟期に達する日数は，

早生および中生品種は平年並み，晩生品種は平年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よりも早かった．乾物収量は，早生品種は平年よ 

りも 1割程度少なく，中生品種と晩生品種は平年

並みであった． 

相対熟度が 95～106日までの品種は，P9400が

播種後 40日に調査した草丈が 80.3cmと標準品種

である 36B08の 76.6cmに比較して高く（表 3），

乾物総重量と TDN収量も標準品種を上回ってい

た．相対熟度が 108～115日の品種は，乾物収量と

TDN収量において標準品種であるセシリアを上

回る品種は無かった．相対熟度が 120～127日まで

の品種を比較すると生総重量，乾物収量および

TDN収量において標準品種である32F27とほぼ同

等であったが，乾雌穂重割合が 41％と低い結果で

あったKE7750は TDN収量が劣っていた（表 4）． 

表２ 供試した飼料用トウモロコシ品種・系統

相対熟度 販売メーカー

（カタログ値） 育成場所

95～100 タキイ種苗

タキイ種苗

100～105 パイオニア

カネコ種苗

奨励 標準 パイオニア

カネコ種苗

カネコ種苗

北交72号 北農研

奨励 標準 セシリア パイオニア

パイオニア

カネコ種苗

パイオニア

雪印種苗

雪印種苗

標準 パイオニア

カネコ種苗

品種・系統

表２　供試した飼料用トウモロコシ品種・系統
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文　　献

独 立行政法人畜産草地研究所．2001．飼料作物系

統適応性検定試験実施要領（改定５版）．畜産装

置研究所平成13-1資料．農林水産技術会議事務

局

飼料用とうもろこしの品種選定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文 献 

独立行政法人畜産草地研究所．2001．飼料作物系

統適応性検定試験実施要領（改定 5版）．畜産装

置研究所平成 13-1資料．農林水産技術会議事務

局  

表３ 生育特性

初期生  絹　糸 収　穫 収穫 倒伏 折損 稈長 着雌
相対熟度 育草丈   抽出日 月　日 熟度 穂高

(月日) (月日) (％) (％)
95～100 黄後

完初
100～105 完初

黄後
標準 黄中

黄中
黄中

北交72号 黄中
標準 セシリア 黄後

黄中
黄中
黄中
黄中
黄中

標準 完初
黄中

品種・系統名

表４ 収量特性

乾雌穂
相対熟度 標比 茎葉 雌穂 総重 標比 重割合 ＤＣＰ ＴＤＮ 標比

　　(kg/10a)
95～100

100～105

標準

北交72号
標準 セシリア

標準

生総重量 乾物収量 栄養収量
品種・系統名

表３　生育特性

表４　収量特性
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